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1000年もの間、
途切れることのなかった伝統
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鎌倉時代にこの地域で作られたものは、皿や碗、擂鉢などの日常

雑器や、当時の生活に無くてはならない貯蔵用の壺、甕が中心で

あった。室町時代になると、実用性、耐久性の優れた備前焼の評

価は高まり、東の常滑、西の備前として、西日本を中心に全国に流

通され、大量生産の時代を迎える。桃山、江戸時代においても生

産の中心は壺、甕といった実用品であったが、茶の湯の流行に合

わせて茶器や花器の生産が始まり、茶人や武人からの高い評価を

得たのもこの頃である。
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千利休や古田織部といった名だたる茶人たちは、備前焼の詫びた

風情や、粗野で素朴な力強さに魅了され、さまざまな茶道具と合

わせて茶の席を楽しんだ。茶会記にもその様子は残されており、

彼らはたびたび備前焼の建水を使用し、豊臣秀吉も全国の茶人を

集めた、『北野大茶湯』の席で備前焼の建水と花入れを使ったとさ

れる。一見、粗野で素朴な力強さがみどころと思われがちだが、

備前焼は他の産地の焼きものと比べ、水に濡れると表面が色鮮や

かになるため、花入、建水、水指として茶席を飾る道具の一つとし

て好んで使用されたと考えられる。

現在我々が目にする『胡麻』『緋襷』といった備前焼独特の景色が登

場するのも、この時代であり、今でもしっかりと継承されている。
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備前焼が茶器、花器としての評価を得る一方で、これまで備前焼

を支え続けてきた壺や甕といった貯蔵雑器は、江戸時代になると、

有田の磁器など各地で新たな施釉品の登場により需要を減らして

いく。明治、大正時代になると生産品目は土管や煉瓦に変わり、

洋風文化の流入による煉瓦造りの建物の流行と同時に、日本各地

に製鉄所が建設されたため、備前焼色の煉瓦や耐火煉瓦がこの地

で焼かれた。残念ながら現在では備前焼煉瓦は生産されていない

が、耐火煉瓦のみが品川リフラクトリーズ※（備前市）にて生産さ

れている。

Close Up ［備前］
クローズアップ ビゼン

備前の街並

備前焼天保窯

※旧品川白煉瓦 豊かな自然と、窯元の風情が残る伊部の街には、焼きもの好きを

自負する面々が足しげく訪れる。釉をかけない焼締の技術を継承

し続ける備前焼の故郷、伊部周辺には500名以上の備前焼作家

が、今でも活躍しており、窯の煙が絶えることはない。今回は

「土と焔の芸術」と呼ばれる備前焼の魅力をクローズアップする。

六古窯最古の窯、備前

備前焼のルーツ

備前焼は瀬戸、常滑、丹波、越前、信楽とともに「日本の六古窯

（2017年に日本遺産に認定）」の一つに数えられ、その中で最も古

い歴史を誇る備前焼のルーツは、須恵器の流れをくんでいる。 現

在でも岡山県の南東部、邑久郡（現、瀬戸内市）長船町に須恵とい

う地名が残っており、古い窯跡も多数見つかっている。この須恵

こそが、平安時代に須恵器の生産地として繁栄を極めた備前焼の

ルーツ。備前焼は伊部周辺地域の土を使って成形を行い、

1200℃程度の温度で焼成する。現在では作品に応じ様々な燃料

が使用されるが、松を燃料とするものが伝統的な焼成方法であり、

最も良いものとされている。

撮影者：時岡 総一郎
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茶道具、花器として日本人の心を捉えてきた備前

焼の最大の特徴は、粗野で素朴な力強さだけでな

く、備前雑器における耐久性にもある。歴史的に

見ても、堅牢な備前焼が建築素材として使用され

た例として江戸時代中期に建てられた閑谷学校

や天津神社が挙げられる。藩校でもあった閑谷

学校の二十棟以上ある建屋のほとんどの屋根に

は、備前焼の瓦が葺かれている。また備前市内に

ある天津神社にも同様に赤褐色の備前焼の瓦が

葺かれ、独特の雰囲気を醸し出し、特別な存在感

を発揮し訪れる人々を楽しませている。

現在では、備前焼の伝統を守りつつ、備前焼の景

色をタイルに活かし、建築素材として我々を楽し

ませてくれる陶芸家たちもいる。焼締め、胡麻、

緋襷という備前ならではの土味を活かした粗野

で朴訥な景色1枚1枚には、どこか心揺さぶられ

るものがある。

緋襷（ひだすき）

青備前（あおびぜん）

作品に藁をまきつけ、蒸し焼きにすると藁のアルカリ分と粘土の鉄

分が反応し赤色（緋色）の釉となり、襷状に発色するもの。

窯の中の酸素が不足した場所で、鮮やかな青灰色になる現象。

窯の中に酸素がないほど水色に近づく。

伝統技法
備前焼の可能性

胡麻（ごま）
窯内が1200℃以上の高温になると、作品の表面が溶け出し、そ

こに灰が融着し流れ落ちる際に黄色い斑点状に発色するもの。 牡丹餅（ぼたもち）
ぐい呑みや小さな徳利を作品の上に載せて焼成する際、接地部分に

は胡麻が定着せず、丸い牡丹状の焼き痕がのこったもの。

緋襷や牡丹餅など、継承される伝統技法。

シンプルな焼締めの風合いに彩りをそえる

備前焼の見所の一つでもある。

備前焼にまつわるユニークな言葉。

『傷をしたら土を塗れ』　

『水が腐らぬ備前焼』 

『酒がうまくなる備前焼』 

備前の土は天然の抗生物質として、昔から傷に塗ると治

りが早いと言われ、地元の古い陶工などは「傷ができた

ら土を塗れ」と言うほどであったらしい。その理由とし

て備前焼の原料となる田土は、一般の粘土に比べ、1000

倍もの微生物が住みついており、更に土を最低3年寝か

すという備前特有の原料工程により、何種類もの酵母が

生まれ、その大半が抗生物質のペニシリンとなるためだ

と言われている。

また、江戸の酒屋には酒を美味しくするという備前の徳

利に各地の銘酒を入れて売る店があったそうである。

今も地元ではファンが多く、ビアマグや水、お酒に入れ

ておくだけで、まろやかな口当たりに変えてくれる備前

玉も人気だ。

備前焼の不思議

Close Up ［備前］
クローズアップ ビゼン
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閑谷学校

備前玉（2017年ダイナワン新商品
発表会ノベルティ）

撮影者：時岡 総一郎
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PICK
UP
POT TERY！

無釉独特の手触りと朴訥（ぼくとつ）な力強さ、そして、自然な立ち上がり。
シンプルで使いやすい作品づくりを心がけている備前焼の作家。

備前焼 松岡 誠悟
岡山県備前市

技に磨きをかけ続ける工房 vol.2

松岡 誠悟陶芸家 Matsuoka seigo

茶器、食器、ランプシェイドなど、土味をい
かした温かみのある作陶にこだわる。




